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　【
高
い
議
席
占
有
率（
府
議
会
の
五
八
％
、
府
内
に
二
四
三
名
の
地
方
議
員
）】

　

私
は
、
自
由
法
曹
団
大
阪
支
部
に
所
属
し
て
大
阪
の
難
波
と
い
う
街
で
、
市
民
の
暮

ら
し
と
権
利
を
守
る
活
動
を
四
〇
年
間
行
っ
て
き
た
。

　

今
年
一
月
に
、
日
本
民
主
法
律
家
協
会
の
全
国
理
事
会
で
、
大
阪
の
政
治
に
お
け
る
維

新
勢
力
の
拡
大
に
つ
い
て
報
告
し
た
内
容
、
と
り
わ
け
地
方
議
会
で
の
議
席
占
有
率
に
つ

い
て
は
み
な
さ
ん
か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
に
橋
下
徹
元
大
阪
府
知
事
が
、
松
井
一
郎
氏
な
ど
自
民
党
大
阪
府
議
団
か

ら
分
か
れ
た
議
員
た
ち
を
中
心
に
大
阪
維
新
の
会
と
い
う
政
治
集
団
を
作
っ
て
か
ら

一
二
年
に
な
る
。

　

維
新
の
会
は
、
大
阪
都
構
想
す
な
わ
ち
大
阪
市
廃
止
住
民
投
票
に
は
二
度
敗
北
し
た
が
、

「
ワ
ン
大
阪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
大
阪
都
構
想
な
る
も
の
を
掲
げ
て
、
大
阪
の
政
治
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
な
ど
を
大
き
く
変
え
て
き
た
。
ま
た
橋
下
徹
氏
の
強
い
統
率
で
組
織
を
引
っ

張
っ
て
き
た
が
、
最
初
の
住
民
投
票
に
敗
れ
た
二
〇
一
五
年
に
同
氏
が
政
界
を
去
っ
て
も
、

松
井
一
郎
氏
、
吉
村
洋
文
氏
の
ツ
ー
ト
ッ
プ
体
制
で
、
大
阪
府
、
大
阪
市
の
行
政
を
担
い

続
け
、
無
謀
な
大
阪
カ
ジ
ノ
誘
致
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

行
政
の
み
な
ら
ず
、
議
会
に
お
い
て
も
維
新
の
会
の
勢
い
は
著
し
い
。
現
在
、
大
阪
府

議
会
で
は
総
数
八
八
議
席
の
う
ち
維
新
五
一
議
席（
占
有
率
五
八
％
）、
大
阪
市
議
会
で
は

総
数
八
三
議
席
の
う
ち
維
新
四
〇
議
席（
同
四
八
％
）と
な
っ
て
い
る
。
政
令
指
定
都
市
の

堺
市
議
会
議
員
一
八
名
、
そ
の
他
の
府
下
の
市
町
村
の
議
員
一
三
五
名
と
あ
わ
せ
て
総
勢

二
四
三
名
の
地
方
議
員（
府
内
自
治
体
総
議
席
数
の
二
四
・
四
％
）が
お
り
、
府
下
の
駅
頭
や

ス
ー
パ
ー
前
な
ど
で
の
日
常
宣
伝
で
市
民
の
前
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。

　

国
政
で
も
、
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
、
国
政
政
党
と
し
て
の
日
本
維
新
の
会
は
、
大
阪

府
下
で
、
一
九
の
小
選
挙
区
の
う
ち
、
候
補
者
を
出
し
た
一
五
選
挙
区
全
区
で
当
選
を

果
た
し
て
い
る
。
候
補
者
を
出
さ
な
か
っ
た
四
選
挙
区
は
公
明
党
を
抱
き
込
む
た
め
に
候

「
維
新
」と
は
何
か

補
者
を
出
さ
な
い
戦
略
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
、
こ
こ
で
も
出
せ
ば
全
勝
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
四
年
前
の
衆
議
院
選
挙
の
小
選
挙
区
で
は
自
民
が
一
〇
、
維
新
が
三
で
あ
っ
た

が
、
今
回
は
自
民
が
〇
、
維
新
が
一
五
で
あ
る
。
維
新
の
存
在
が
あ
る
た
め
、
大
阪
で

は
自
公
対
野
党
の
対
決
構
図
に
な
ら
ず
、
野
党
共
闘
は
九
選
挙
区
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

参
議
院
大
阪
選
挙
区
も
八
議
席
の
う
ち
維
新
が
四
議
席
を
占
め
て
い
る
。
大
阪
近
県
の
地

方
議
会
で
も
維
新
が
議
席
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

こ
の
選
挙
の
強
さ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
前
述
し
た
地
方
議
員
の
層
の
厚
さ

と
活
動
力
で
あ
る
。

　【
維
新
支
持
層
は
ど
の
よ
う
な
市
民
か
】

　

維
新
議
席
増
の
要
因
は
、「
大
阪
を
変
え
た
」
と
市
民
に
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
病
院

の
統
合
、
府
立
大
・
市
立
大
の
統
合
な
ど
「
二
重
行
政
の
打
破
」、
地
下
鉄
民
営
化
で
ト

イ
レ
が
キ
レ
イ
に
な
っ
た
、
私
立
高
校
授
業
料
無
償
化
等
「々
目
に
見
え
る
成
果
」、
そ
し

て
公
務
員
批
判
、「
身
を
切
る
改
革
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
市
民
の
関
心
を
引
い
て
い
る
。

大
阪
経
済
界
も
、「
万
博
・
カ
ジ
ノ
で
経
済
浮
揚
」
な
ど
に
期
待
し
て
い
る
。

　

関
西
学
院
大
学
の
冨
田
宏
治
教
授
が
三
年
前
に
分
析
し
た
論
文（「
維
新
政
治
の
本
質
│
そ

の
支
持
層
に
つ
い
て
の
一
考
察
」）は
次
の
と
お
り
、
維
新
支
持
層
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。

　
「
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、「
格
差
に
喘
ぐ
若
年
貧
困
層
」
な
ど
で
は
決
し
て

な
く
、
税
や
社
会
保
険
な
ど
の
公
的
負
担
へ
の
負
担
感
を
重
く
感
じ
つ
つ
、
そ
れ
に
見

合
う
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
不
満
と
、
自
分
た
ち
と
は
逆
に
公
的
負
担

を
負
う
こ
と
な
く
も
っ
ぱ
ら
福
祉
、
医
療
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

「
貧
乏
人
」
や
「
年
寄
り
」
や
「
病
人
」
へ
の
激
し
い
怨
嗟
や
憎
悪
に
身
を
焦
が
す
「
勝
ち

組
」・
中
堅
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
の
姿
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。」

　

大
阪
都
構
想（
大
阪
市
廃
止
）の
住
民
投
票
を
見
る
と
、
大
阪
市
内
の
貧
困
層
が
多
い
地

域
で
は
反
対
票
が
多
く
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
群
の
あ
る
中
心
部
で
賛
成
票
が
多
か
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果
を
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見
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
割
合
の
多
く
の
市
民
が
、「
身
を
切
る
改
革
」「
大

阪
の
成
長
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
維
新
に
何
か
を
変
え
て
く
れ
る
と
い
う
希
望
を

託
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　【
維
新
拡
大
の
背
景
】

　

背
景
に
は
、
長
く
続
く
大
阪
経
済
の
地
盤
沈
下
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
に
、
貧
困
と

格
差
が
拡
大
し
、
子
ど
も
の
貧
困
率
が
沖
縄
に
次
い
で
ワ
ー
ス
ト
二
位
で
、
学
校
の
な
い

日
に
昼
食
を
食
べ
ら
れ
な
い
子
が
二
〇
％
も
い
る
状
態
で
あ
る
。「
カ
ジ
ノ
で
も
来
ん
と

大
阪
の
景
気
は
よ
く
な
ら
へ
ん
で
」
と
建
設
需
要
や
カ
ジ
ノ
客
の
落
と
す
お
金
に
成
長
を

託
そ
う
と
す
る
声
は
、
大
阪
の
男
性
か
ら
よ
く
聞
く
意
見
で
あ
る
。

　

維
新
は
、
そ
の
源
流
が
自
民
党
府
議
団
で
あ
る
が
、「
新
自
由
主
義
」「
市
場
原
理
主
義
」

を
推
し
進
め
て
、
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
、
医
療
の
切
り
捨
て
を
強
行
し
、
他
方
で
、
私

立
高
校
の
授
業
料
の
無
償
化
、
中
学
生
へ
の
学
習
塾
代（
月
一
万
）助
成
な
ど
目
に
見
え
る

家
計
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
子
育
て
世
代
の
支
持
を
大
き
く
得

て
い
る
原
因
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
維
新
政
治
に
よ
る
市
民
の
被
害
は
、
多
く
の
分
野
で
起
こ
っ
て
い
る
。
保
健

所
減
ら
し
な
ど
に
よ
る
コ
ロ
ナ
医
療
対
策
の
失
敗
で
、
大
阪
府
は
昨
年
一
二
月
の
第
六
波

以
降
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
重
症
者
数
、
死
者
が
全
国
最
悪
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い

る
。
教
育
の
分
野
で
も
統
制
を
強
化
し
、
息
苦
し
い
職
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

維
新
は
、
昨
年
の
衆
議
院
で
の
議
席
の
増
加
で
国
政
に
お
け
る
活
動
が
め
だ
つ
よ
う

に
な
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
乗
じ
た
「
核
共
有
」
の
提
言
、
非
核
三
原
則
の
見
直
し
な

ど
そ
の
本
性
が
国
民
に
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
大
阪
に
お
い
て
も
無
謀
な
カ

大阪府下自治体での維新勢力（議席・得票）

ブロック 自治体名 首長 議員
定数

維新
選挙日

議席 占有率 得票 投票数 得票率
府 大阪府 維 88 51 58.0% 1,530,336 3,017,348 50.72 2019年4月

政令
大阪市 維 83 40 48.2% 499,275 1,058,685 47.16 2019年4月
堺市 維 48 18 37.5% 131,188 335,110 39.15 2019年4月

阪南

高石市 15 0 0.0% 0 24,812 0.00 2019年4月
和泉市 24 4 16.7% 11,802 67,382 17.52 2020年9月
泉大津市 16 1 6.3% 4,151 26,534 15.64 2019年4月
岸和田市 維 24 3 12.5% 12,796 67,093 19.07 2019年4月
貝塚市 18 3 16.7% 7,846 35,143 22.33 2019年4月
泉佐野市 18 2 11.1% 4,337 33,260 13.04 2019年4月
泉南市 16 2 12.5% 6,000 25,242 23.77 2020年10月
阪南市 維 14 4 28.6% 5,592 22,633 24.71 2021年9月
忠岡町 維 12 1 8.3% 1,358 7,718 17.60 2019年4月
熊取町 維 14 1 7.1% 2,894 16,975 17.05 2019年4月
田尻町 10 1 10.0% 563 3,995 14.09 2019年4月
岬町 12 1 8.3% 無投票 2019年4月
阪南小計 193 23 11.9% 57,339 330,787 14.09 

豊能・
北摂

吹田市 36 5 13.9% 40,102 140,202 28.60 2019年4月
摂津市 19 4 21.1% 6,627 30,867 21.47 2021年9月
豊中市 34 7 20.6% 41,976 136,255 30.81 2019年4月
茨木市 28 6 21.4% 22,752 88,775 25.63 2021年1月
箕面市 維 23 6 26.1% 19,731 53,207 37.08 2020年8月
池田市 維 22 3 13.6% 11,317 45,991 24.61 2019年4月
豊能町 12 2 16.7% 1,612 10,755 14.99 2017年9月
能勢町 維 12 1 8.3% 609 5,055 12.05 2021年4月
高槻市 34 6 17.6% 33,480 134,193 24.95 2019年4月
島本町 14 3 21.4% 2,267 15,701 14.44 2021年4月
豊・摂小計 234 43 18.4% 180,473 661,001 27.30 

北河内

枚方市 維 32 7 21.9% 44,465 147,918 30.06 2020年4月
交野市 15 3 20.0% 4,779 31,309 15.26 2019年9月
守口市 維 22 4 18.2% 16,976 53,799 31.55 2020年4月
門真市 維 20 6 30.0% 13,673 42,819 31.93 2019年4月
寝屋川市 24 4 16.7% 24,702 96,266 25.66 2019年4月
大東市 17 4 23.5% 12,062 37,470 32.19 2020年4月
四条畷市 12 2 16.7% 5,354 23,161 23.12 2019年4月
北河内小計 142 30 21.1% 122,011 432,742 28.19 

中・
河南

東大阪市 38 8 21.1% 38,915 149,576 26.02 2019年4月
八尾市 維 28 8 28.6% 35,044 105,765 33.13 2019年4月
柏原市 維 16 5 31.3% 8,088 28,443 28.44 2021年9月
松原市 18 2 11.1% 7,340 42,639 17.21 2018年9月
藤井寺市 14 3 21.4% 6,463 27,768 23.27 2019年4月
羽曳野市 維 18 5 27.8% 13,392 43,470 30.81 2021年9月
富田林市 18 2 11.1% 8,922 43,321 20.60 2019年4月
河内長野市 18 2 11.1% 6,859 40,639 16.88 2018年4月
大阪狭山市 14 2 14.3% 5,060 23,260 21.75 2019年4月
太子町 維 10 1 10.0% 978 5,802 16.86 2020年10月
河南町 10 0 0.0% 0 7,406 0.00 2020年9月
千早赤阪村 7 0 0.0% 0 3,079 0.00 2021年4月
中・河南小計 209 38 18.2% 131,061 521,168 25.15 

府下合計 997 243 24.4% 1,121,347 3,339,493 33.58 

（桜田照雄阪南大学教授作成）

2021.9.20現在

ジ
ノ
誘
致
の
泥
沼
に
入
り

つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
在
阪

マ
ス
コ
ミ
の
批
判
力
は
弱

く
、
維
新
政
治
に
迎
合
し

て
い
る
。

　

本
特
集
で
は
、
現
場
か

ら
の
た
た
か
い
の
報
告
と

と
も
に
、
維
新
政
治
の
本

質
、
維
新
支
持
層
の
分
析
、

国
政
に
お
け
る
維
新
の
役

割
な
ど
多
様
な
視
点
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
、
全
国

の
都
市
部
で
も
、
市
民
を

分
断
す
る
「
新
自
由
主

義
」的
な
政
治
志
向（
維
新

的
な
も
の
）が
起
こ
り
う
る

こ
と
に
つ
い
て
認
識
を
共

有
し
て
い
き
た
い
。 

（
弁
護
士　

岩
田
研
二
郎
）
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